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情
で
し
た
。

或
る
日
、
娘
の
卒
業
し
た
高
校
の
校
友
会
誌
を
見
て
い
た
ら
、
学
校
の
創
立
や
変
遷
が
概
要
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
興
味
深
く
読
ん

で
い
る
う
ち
に
、
市
内
の
小
、
中
学
校
に
つ
い
て
、
創
立
か
ら
現
在
ま
で
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
切
っ
掛
け
で
し
た
。

筆
者
も
昭
和
八
年
、
片
田
舎
の
小
学
校
に
入
学
、
そ
し
て
転
校
し
て
、
大
磯
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
で
戦
前
に
つ
い
て
は

多
少
な
り
と
も
経
験
で
き
、
戦
後
は
娘
や
孫
の
教
科
書
を
参
考
に
出
来
た
の
で
数
年
前
か
ら
勤
務
の
余
暇
を
利
用
し
て
図
書
館
に
行
き
、

資
料
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
学
校
ご
と
の
記
念
誌
が
四
五
冊
あ
る
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
な
か
っ
た
の
が
実

今
回
、
体
験
や
こ
れ
ら
の
資
料
と
教
科
書
を
基
に
し
て
一
冊
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

最
初
の
発
刊
で
す
の
で
、
人
名
等
の
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
稿
に
よ
っ
て
、
学
校
の
創
立
、
変
遷
等
を
知
る
上
で
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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学
校
の
成
立
と
教
育
の
変
遷

明
治
五
年
八
月
一
一
一
日
、
明
治
政
府
は
「
学
制
の
公
布
」
を
施
行
・

全
国
統
一
さ
れ
た
教
育
制
度
で
あ
る
。

従
来
は
、
富
裕
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
寺
子
屋
教
育
が
行
わ
れ
、

貧
農
の
子
弟
は
こ
の
教
育
す
ら
受
け
ら
れ
ず
、
成
人
し
て
も
文
盲
の

人
が
多
か
っ
た
。

政
府
は
、
文
盲
を
な
く
す
た
め
に
教
育
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た
・

全
国
を
八
大
学
区
と
し
、
一
大
学
区
に
は
三
十
一
一
の
中
学
区
を
お
き
、

一
中
学
区
は
一
二
○
の
小
学
区
に
分
類
さ
れ
、
こ
の
制
度
に
基
づ
い

て
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
定
め
た
義
務
教
育
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
寺
の
本
堂
や
農
家
の
広
間
を
借
用
し
な
が
ら

の
寺
子
屋
教
育
か
ら
、
す
ぐ
に
校
舎
が
造
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
先

ず
敷
地
の
場
所
、
規
模
の
計
画
、
そ
し
て
敷
地
の
確
保
、
校
舎
の
建

設
と
費
用
の
捻
出
、
そ
の
上
、
子
弟
の
学
区
割
り
、
ま
た
教
師
の
資

格
な
ど
、
問
題
が
多
く
発
生
し
た
。

当
時
、
教
師
は
寺
の
住
職
や
医
者
、
ま
た
は
旧
武
士
で
、
学
問
を

身
に
つ
け
た
人
々
で
あ
っ
た
が
、
教
員
の
資
格
、
免
許
な
ど
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。

グ
ー
６

当
初
伊
勢
原
に
お
い
て
も
、
伊
勢
原
、
大
山
、
高
部
屋
、
比
々
多
、

成
瀬
、
大
田
の
各
地
区
と
も
学
校
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
際
に
は
、

お
寺
の
本
堂
や
民
家
を
利
用
し
て
の
学
校
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
を
経
る
に
つ
れ
て
学
校
の
規
模
や
土
地
の
確
保
、
校

舎
の
建
設
の
気
運
が
高
ま
り
木
造
校
舎
が
出
来
て
、
同
地
区
の
い
く

つ
か
の
学
校
が
合
併
し
た
り
し
て
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
。

明
治
二
十
一
年
に
は
、
尋
常
科
四
年
、
高
等
科
も
四
年
と
な
り
、

尋
常
科
は
義
務
教
育
と
な
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
に
は
、
尋
常
科
六
年
、
高
等
科
は
二
年
と
な
り
、

同
じ
く
尋
常
科
は
義
務
教
育
で
あ
る
。

大
正
八
年
に
は
、
文
部
省
は
、
小
学
校
令
、
中
学
校
令
の
改
正
を

行
い
、
国
民
道
徳
の
養
成
を
強
調
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年
に
は
、
町
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
と
呼
称
す
る
よ
う

指
令
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
四
月
一
日
に
は
、
実
業
補
修
学
校
と
青
年
訓
練
所
を
併

合
し
て
、
青
年
学
校
が
創
立
さ
れ
義
務
教
育
制
と
な
っ
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
や
、
国
内
は
次
第
に
戦

時
体
制
へ
と
進
み
、
昭
和
十
六
年
四
月
、
政
府
は
、
国
民
学
校
令
を

■
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公
布
し
、
従
来
の
町
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
（
地
方
に
よ
っ
て
は
、

尋
常
小
学
校
の
み
の
学
校
も
有
る
）
は
、
町
村
立
国
民
学
校
と
改
称

さ
れ
た
。

同
年
七
月
に
は
、
文
部
省
よ
り
「
臣
民
の
道
」
な
る
刊
行
物
を
各

学
校
に
配
布
、
壷
忠
報
国
の
精
神
を
掴
菱
す
る
教
育
へ
と
進
ん
で
い

っ
た
。

大
学
、
専
門
学
校
の
在
学
年
数
も
短
縮
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
同

年
十
二
月
に
は
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
，
戦
争
が
激
し
く
な
る
に

つ
れ
て
，
大
学
，
専
門
学
校
の
学
生
は
，
学
徒
動
員
と
し
て
軍
事
教

練
を
経
て
戦
地
へ
出
撃
さ
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。
国
民
学
校
の
高
等
科

生
徒
や
中
学
校
生
徒
（
旧
制
）
な
ど
も
、
軍
事
教
育
強
化
方
針
が
発

表
さ
れ
、
竹
槍
な
ど
で
銃
剣
術
訓
練
を
行
い
軍
事
教
育
が
行
わ
れ
て

い
っ
た
。

児
童
の
就
学
義
務
は
、
満
十
二
歳
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、
初
等
科

生
徒
は
都
市
部
に
お
い
て
集
団
疎
開
が
実
施
さ
れ
、
十
七
歳
以
上
は

兵
役
編
入
と
い
う
特
殊
な
世
相
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

ｆ
０
ん

小
学
校
の
児
童
は
、
防
空
頭
巾
を
用
意
し
、
空
襲
が
激
化
す
る
度

に
防
空
壕
に
避
難
し
た
り
で
、
授
業
は
疎
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

Ｅ｜へ一
●び

の
上
、
教
科
書
用
の
紙
も
な
く
な
り
、
藁
半
紙
に
ガ
リ
版
刷
り
の
教

科
露
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
、
太
平
洋
戦
争

は
終
結
さ
れ
た
。

同
年
十
二
月
末
、
ア
メ
リ
カ
総
司
令
部
は
日
本
の
教
育
に
つ
い
て

改
革
を
指
示
し
、
修
身
、
日
本
歴
史
、
地
理
の
授
業
停
止
を
指
令
し

た
。
青
年
学
校
は
、
廃
止
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
三
月
末
に
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
が
施
行

さ
れ
た
。

小
学
校
六
年
、
中
学
校
（
従
来
の
高
等
科
）
三
年
、
高
等
学
校
（
従

来
の
中
学
）
三
年
、
の
教
育
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
六
・
三
・
三
制

の
実
施
で
あ
る
。
公
立
ば
か
り
で
な
く
、
私
立
の
学
校
に
も
適
用
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
に
於
い
て
多
く
の
問
題
が
発
生
し
た
。

従
来
の
高
等
科
は
、
小
学
校
と
分
離
し
、
中
学
校
に
な
っ
た
事
で
、

敷
地
の
確
保
、
校
舎
の
建
設
等
が
必
要
に
な
っ
た
。
校
舎
が
な
く
と

も
、
中
学
校
と
し
て
発
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
時
、
小
学
校
の

教
室
を
借
り
て
の
授
業
で
あ
る
。

。
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戦
前
（
昭
和
二
十
年
以
前
）
の
教
科
書
は
尋
常
科
、
高
等
科
と
も
、

全
国
統
一
さ
れ
た
「
文
部
省
」
検
定
の
教
科
書
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
、
修
身
、
国
語
は
偉
人
伝
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
の

神
話
、
戦
役
、
産
業
と
工
業
、
そ
し
て
日
本
の
民
話
、
イ
ソ
ッ
プ
物

語
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
な
ど
、
幅
広
く
扱
っ
て
い
た
。
ま
た
、
人

間
形
成
に
役
立
つ
た
め
の
内
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
中
江
藤
樹
、
伊
能
忠
敬
、
本
居
宣
長
、
松
下
禅
尼
、
二

宮
尊
徳
、
渡
辺
峯
山
、
等
が
修
身
、
国
語
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。 昭
和
一
一
十
四
年
か
ら
一
一
十
五
年
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
校
舎
が
完
成
し
、

伊
勢
原
に
お
い
て
は
、
小
学
校
六
校
、
中
学
校
六
校
、
高
等
学
校
一

校
と
な
り
発
足
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け

て
伊
勢
原
の
人
口
増
加
に
対
応
し
て
、
学
校
も
整
備
さ
れ
て
、
現
在

は
市
立
小
学
校
十
校
、
市
立
中
学
校
四
校
、
私
立
中
学
校
一
校
、
県

立
高
等
学
校
一
一
校
、
私
立
高
等
学
校
一
校
と
な
っ
て
い
る
。

戦
前
の
学
校
教
育Ｔ
・

釘

ハ
ト

カ
サ

マ
メ

カ
ラ
カ
サ
」

マ
ス
」

昭
和
八
年
か
ら
小
学
校
の
国
語
教
科
書
は
色
刷
り
で
、
カ
タ
カ
ナ

で
あ
る
。「
サ
イ
ダ

「
コ
イ
コ
イ

「
ス
ス
メ

サ
イ
タ

シ
ロ

ス
ス
メ

サ
ク
ラ
ガ

コ
イ
」

ヘ
イ
タ
イ

サ
イ
タ
」

ス
ス
メ
」

教
育
勅
語
の
暗
記
も
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、

現
在
に
お
い
て
も
充
分
適
用
す
る
文
面
も
含
ま
れ
て
い
る
。

「
…
…
父
母
ニ
孝
二
兄
弟
二
友
一
一
夫
婦
相
和
シ
朋
友
相
信
シ
共
倹

己
レ
ヲ
持
シ
博
愛
衆
一
一
及
ホ
シ
学
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
上
以
テ
知
能
ヲ
啓

発
シ
徳
器
ヲ
成
就
シ
進
テ
公
益
ヲ
広
〆
世
務
ヲ
開
キ
常
二
国
憲
ヲ
重

シ
…
…
」
で
あ
ろ
う
。

大
正
年
代
の
国
語
読
本
で
は
、
白
黒
の
印
刷
で
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
。

「
ハ
ナハ
ト

マ
ー

ヘ

ノ

■

６



二
学
年
か
ら
は
、
国
語
教
科
書
も
同
じ
く
色
刷
り
で
、
「
春
が
来
た
」

「
富
士
山
」
「
村
ま
つ
り
」
が
あ
り
、
小
学
唱
歌
に
も
採
用
さ
れ
て
い

る
。歴
史
で
は
、
戦
役
の
項
も
多
く
占
め
ら
れ
「
前
九
年
の
役
、
後
三

年
の
役
」
「
保
元
、
平
治
の
乱
」
「
平
家
の
滅
亡
」
「
元
憲
」
「
関
ヶ
原

の
戦
」
「
応
仁
の
乱
」
「
日
清
、
日
露
の
戦
役
」
等
で
、
又
、
仏
教
文

化
に
も
力
を
入
れ
、
逸
話
や
歌
な
ど
も
登
用
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
頃
の
小
学
校
低
学
年
の
教
科
目
と
し
て
は
、
修
身
、
国

語
、
算
術
、
書
方
、
綴
方
、
体
操
、
唱
歌
、
図
画
、
手
工
で
、
高
学

年
に
な
っ
て
理
科
、
地
理
、
歴
史
が
ふ
え
て
い
る
。
ま
た
、
算
術
の

中
に
は
算
盤
（
そ
ろ
ば
ん
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
「
文
部
省
検
定
」
の
国
定
教
科
書
で
あ
り
、
全
国
一
律

に
使
用
さ
れ
た
の
で
、
転
校
し
て
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
、
ま
た
、

弟
や
妹
た
ち
に
も
こ
の
教
科
書
の
お
下
が
り
を
渡
す
こ
と
も
出
来
た

の
で
、
教
科
書
に
カ
バ
ー
を
し
た
り
し
て
大
事
に
使
い
翁
落
書
き
も

出
来
な
か
っ
た
。

唱
歌
は
、
低
学
年
で
は
「
春
の
小
川
」
「
茶
摘
」
「
汽
車
」
「
案
山
子
」

「
田
舎
の
四
季
」
な
ど
が
あ
り
、
高
学
年
で
は
「
瞳
月
夜
」
「
故
郷
」

一
二
万

「
児
島
高
徳
」
「
海
」
「
わ
れ
は
海
の
子
」
「
鎌
倉
」
等
が
あ
っ
た
。

旧
制
中
学
で
は
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
「
故
郷
の
廃
家
」
「
埴
生
の
宿
」

「
荒
城
の
月
」
「
旅
愁
」
な
ど
が
教
科
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

級
毎
に
「
級
長
」
「
副
級
長
」
が
学
校
長
よ
り
任
命
さ
れ
、
ク
ラ
ス

全
般
の
世
話
役
や
、
先
生
と
の
取
次
役
を
し
て
い
た
。

各
学
校
に
は
、
校
庭
の
一
隅
に
奉
安
殿
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

そ
こ
に
は
天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
の
御
真
影
と
、
教
育
勅
語
が
安
置

さ
れ
、
生
徒
は
、
校
門
の
出
入
時
に
は
奉
安
殿
に
礼
を
す
る
こ
と
も

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

朝
礼
の
時
は
、
校
庭
に
全
生
徒
が
集
合
し
、
先
生
の
号
令
で
皇
居

に
向
っ
て
礼
拝
し
た
の
ち
、
体
操
を
行
っ
た
。

四
大
節
と
し
て
、
四
方
拝
（
元
旦
）
、
紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）
、

天
長
節
（
四
月
二
十
九
日
）
、
明
治
節
（
十
一
月
三
日
）
に
は
、
学
校

で
式
が
行
な
わ
れ
、
校
長
先
生
は
燕
尾
服
で
御
真
影
を
購
堂
に
う
や

う
や
し
く
安
邇
し
、
礼
拝
し
た
の
ち
、
校
長
先
生
が
教
育
勅
語
を
奉

読
さ
れ
、
訓
話
が
あ
っ
て
後
に
、
四
大
節
に
関
す
る
歌
を
合
唱
し
て

式
が
終
わ
り
、
菓
子
や
み
か
ん
を
も
ら
っ
て
帰
る
。
生
徒
も
正
装
し

て
の
参
列
で
あ
る
。

二
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校
庭
の
正
面
や
目
立
つ
所
に
二
宮
金
次
郎
の
石
像
か
、
銅
像
が
置

か
れ
、
薪
を
背
に
本
を
読
む
姿
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年
以
降
、
国
民
学
校
と
名
称
が
変
わ
り
、
教

師
の
中
に
は
出
征
す
る
先
生
も
お
り
、
学
業
は
自
然
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
い
っ
た
。
通
信
簿
も
、
各
教
科
ご
と
に
点
数
制
で
採
点
さ
れ
、

操
行
な
ど
の
記
入
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
は
全
部
廃
止
と
な
り
、
奉
安
殿
は
撤
去
さ
れ
、
二

宮
金
次
郎
像
も
他
に
移
設
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
太
平
洋
戦
争
終
結
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
進
駐

軍
に
よ
っ
て
従
来
の
教
育
方
法
は
全
面
的
に
改
廃
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
二
十
一
一
年
三
月
三
十
一
日
、
教
育
基
本
法
、
お
よ
び
、
学
校

教
育
法
が
施
行
さ
れ
た
。

修
身
、
歴
史
、
地
理
の
科
目
は
廃
止
と
な
り
、
社
会
の
科
目
に
包

含
さ
れ
た
。 戦
後
の
学
校
教
育

征
？

教
育
の
目
的
は
人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、

個
人
の
価
値
を
た
っ
と
び
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
的
精
神

に
充
ち
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
、
学
問
の
自
由
を
尊
重

し
、
自
発
的
精
神
の
酒
養
、
文
化
の
創
造
と
発
展
に
貢
献
す
る
人
づ

く
り
と
し
て
い
る
。

学
業
年
限
小
学
校
六
ヶ
年
、
中
学
校
三
ヶ
年
の
計
九
ヶ
年
は
義
務

教
育
と
な
り
、
高
等
学
校
は
三
ヶ
年
と
な
る
。

即
ち
、
従
来
の
高
等
科
二
ヶ
年
は
、
中
学
校
三
ヶ
年
と
な
り
、
従

来
の
中
学
校
五
ヶ
年
は
、
高
等
学
校
三
ヶ
年
と
な
っ
た
。

通
称
六
・
三
・
三
制
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
共
学
の
遂
行
で
あ
る
。

施
行
当
時
は
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
は
旧
制
と
混
同
し

易
い
た
め
「
新
制
」
と
い
う
名
称
を
入
れ
て
区
別
し
て
い
た
が
、
現

在
で
は
、
す
ぺ
て
新
制
度
で
あ
る
の
で
「
新
制
」
の
名
称
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。

現
在
は
、
男
女
共
学
が
基
本
で
あ
り
、
義
務
教
育
中
は
授
業
料
の

免
除
も
あ
る
。

教
科
書
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
の
検
定
を
経
た
教
科
書
で
、
色

刷
り
で
、
ど
の
教
科
書
を
使
う
か
は
地
方
自
治
体
が
決
め
て
い
る
。

￣
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科
目
は
、
小
学
校
で
は
、
国
語
、
算
数
、
理
科
、
体
育
、
社
会
、

音
楽
、
図
工
、
家
庭
と
な
り
、
社
会
の
中
に
歴
史
、
地
理
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
他
、
道
徳
、
学
活
の
教
科
も
あ
る
が
、
成
績
評
価
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
。

国
語
に
つ
い
て
の
評
価
項
目
は
、
五
項
目
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

努
力
し
て
欲
し
い

△

そ
の
他
の
科
目
に
つ
い
て
も
、
三
～
五
項
目
に
分
類
し
て
評
価
の

（
市
立
楼
台
小
学
校
の
例
）

１
関
心
意
欲
態
度

２
話
す
・
聞
く
能
力

３
聾
く
能
力

４
読
む
能
力

５
知
識
理
解
技
能

の
五
段
階
で

目
標
に
対
し
て
十
分
到
達
◎

お
お
む
ね
到
達

○

」
一
、
□

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

音
楽
な
ど
は
、
戦
前
は
先
生
が
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
、
生

徒
が
蛾
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
塾
な
ど
で
、

音
楽
教
室
で
勉
強
し
て
、
先
生
よ
り
も
上
手
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
子
供

も
ふ
え
て
い
る
。

中
学
校
は
、
義
務
教
育
の
期
間
で
あ
り
、
小
学
校
を
卒
業
後
中
学

生
と
な
る
。
上
記
の
科
目
に
英
語
が
入
り
、
総
合
と
し
て
点
数
で
評

価
さ
れ
る
。

高
等
学
校
入
試
に
関
し
て
は
「
神
奈
川
方
式
」
と
い
う
独
自
の
選

抜
制
度
が
あ
り
、
中
学
二
年
の
末
期
頃
、
県
下
一
斉
に
ア
・
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
中
学
一
一
、
三
年
の
成
績
の
内
申
書
と
高
校
入
試
の
成
繍

を
含
め
て
合
否
判
定
の
資
料
と
し
た
。

公
立
の
全
日
制
で
は
、
学
区
が
決
め
ら
れ
て
、
地
区
に
該
当
す
る

高
校
を
受
験
さ
せ
ら
れ
て
、
希
望
す
る
高
校
が
学
区
外
で
あ
れ
ば
、

受
験
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。

高
等
学
校
で
は
科
目
が
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る

国
語
（
現
代
国
語
、
古
典
Ｉ
乙
、
古
典
Ⅱ
）

二
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家
庭
（
家
庭
一
般
、
被
服
、
食
物
）

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
で
あ
る
。
こ
の
他
、
情
報
の
項
目
を
も
う
け

て
い
る
。

一
年
は
、
普
通
の
教
養
項
目
で
あ
る
が
、
二
年
、
三
年
に
な
る
と
、

文
系
、
理
系
に
わ
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
項
目
が
か
わ
っ
て
く
る
。
卒

業
単
位
は
、
三
年
間
で
一
○
八
単
位
以
上
で
あ
る
。

部
活
に
お
い
て
も
、
運
動
部
、
文
化
部
等
に
は
多
く
の
部
が
あ
り
、

県
大
会
、
地
方
大
会
、
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
、
入
賞
、
準
優

勝
、
優
勝
の
栄
冠
を
得
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
強
化
合
宿
練
習
に
も

は
げ
ん
で
い
る
。

公
立
の
小
、
中
学
校
は
「
ゆ
と
り
の
教
育
」
と
し
て
必
須
重
要
教

科
と
し
て
い
る
が
，
私
立
の
中
学
校
や
高
校
は
，
学
校
の
特
殊
性
か

保
健
体
育
（
体
育
、
保
健
）

芸
術
（
音
楽
、
美
術
、
書
》

外
国
語
（
英
語
、
英
会
話
）

社
会
（
倫
理
社
会
、
政
治
経
済
、
世
界
史
、
日
本
史
、
地
理
Ａ
）

数
学
（
数
学
Ｉ
、
数
学
Ⅱ
、
数
学
Ⅲ
）

理
科
（
物
理
Ｉ
．
Ⅱ
、
化
学
Ｉ
。
Ⅱ
、
生
物
Ｉ
．
Ⅱ
）

』
巴 書
道
）

小
学
校
の
卒
業
記
念
写
真
を
見
る
と
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に

か
け
て
児
童
の
服
装
は
、
木
綿
の
着
物
を
着
て
下
駄
履
き
で
、
学
帽

だ
け
は
校
章
を
つ
け
て
着
用
し
て
い
た
。
女
生
徒
も
同
様
に
着
物
姿

で
、
下
駄
履
き
で
、
髪
に
は
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
り
し
て
登
校
し
て
い

た
。
式
の
時
は
、
着
物
、
袴
姿
で
あ
る
。

男
先
生
は
、
当
時
に
お
い
て
も
背
広
姿
も
多
く
、
中
に
は
詰
襟
の

服
を
着
て
い
た
。
女
先
生
は
、
殆
ど
和
服
で
、
式
の
時
に
は
、
袴
を

着
用
し
て
い
る
。

校
長
先
生
は
、
こ
の
頃
で
も
背
広
姿
で
、
式
の
時
に
は
燕
尾
服
を

着
用
し
て
い
た
。

体
操
な
ど
は
、
男
生
徒
は
、
猿
股
で
裸
足
で
あ
る
。
女
生
徒
は
、

ら
，
中
高
一
貫
教
育
な
ど
で
が
っ
ち
り
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

か
っ
て
は
、
公
立
優
位
と
い
わ
れ
、
俗
説
で
も
評
価
さ
れ
た
学
校

も
あ
る
が
、
私
立
は
、
特
色
あ
る
校
風
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
公
立

は
学
区
変
更
な
ど
で
低
迷
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

教
師
お
よ
び
児
童
の
服
装
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ズ
ロ
ー
ス
に
裸
足
で
、
先
生
は
、
白
い
運
動
用
の
服
装
で
、
着
物
の

女
先
生
は
、
男
先
生
と
授
業
を
交
換
し
た
り
し
て
い
た
。

昭
和
十
年
代
に
は
、
児
童
の
半
数
は
学
生
服
を
着
用
、
女
生
徒
も

同
様
で
あ
る
。
男
先
生
は
、
全
員
背
広
姿
で
、
女
先
生
も
洋
装
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

男
子
生
徒
は
、
全
員
坊
主
頭
で
あ
り
、
先
生
も
一
部
に
は
坊
主
刈

り
も
見
ら
れ
、
中
に
は
髭
を
は
や
し
て
い
る
先
生
も
い
た
。

こ
の
頃
は
、
私
立
学
校
生
徒
は
、
学
校
で
定
め
た
校
服
を
着
用
し
、

男
女
と
も
同
様
で
あ
る
。

戦
後
の
生
徒
は
、
男
女
と
も
に
洋
服
と
な
っ
た
。
先
生
も
同
様
で

あ
る
。
特
に
小
学
校
の
場
合
に
は
、
学
生
服
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
由

な
服
装
で
登
校
し
て
い
る
。
学
帽
な
ど
も
な
く
、
校
章
も
な
い
。
先

生
も
自
由
な
服
装
で
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

運
動
な
ど
は
、
全
員
ト
レ
パ
ン
姿
で
、
運
動
靴
を
着
用
し
て
い
る
。

小
学
校
の
生
徒
は
、
六
年
生
ま
で
は
ラ
ン
ド
セ
ル
で
あ
っ
た
が
、

中
学
生
で
は
、
手
さ
げ
袋
に
教
科
書
を
入
れ
、
高
校
生
は
、
小
型
の

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
教
科
書
を
入
れ
て
い
る
。

戦
前
は
、
学
校
の
数
も
少
な
く
、
遠
距
離
の
生
徒
は
下
駄
履
き
で
、

￣

課
外
に
お
け
る
子
供
の
動
き

戦
前
は
、
子
供
の
遊
び
も
単
純
で
「
戦
争
ご
っ
こ
」
「
ち
ゃ
ん
ば
ら

ご
つ
」
」
な
ど
で
、
一
人
、
年
長
者
が
い
て
小
さ
い
子
供
を
ひ
き
い

こ
ま

て
の
遊
び
「
凧
あ
げ
」
「
独
楽
ま
わ
し
」
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
面

子
（
め
ん
こ
ご
「
竹
馬
」
「
ビ
ー
玉
」
も
男
の
子
の
遊
び
で
あ
っ
た
。

女
の
子
は
「
お
手
玉
」
「
縄
と
び
」
「
毬
つ
き
」
な
ど
が
あ
り
、
そ

し
て
、
童
唄
を
う
た
い
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
。

約
一
里
以
上
の
道
を
歩
い
て
登
校
し
て
い
た
。

現
在
は
人
口
増
も
あ
り
、
学
校
が
近
く
に
な
っ
て
来
た
が
、
車
社

会
と
い
わ
れ
る
程
交
通
壁
も
多
く
、
小
学
生
は
特
に
、
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
黄
色
の
カ
バ
ー
を
つ
け
て
登
校
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
断
歩
道
や
交
通
の
は
げ
し
い
所
に
、

交
通
補
導
員
を
配
し
て
、
蓑
下
校
の
際
に
生
徒
の
保
護
を
行
っ
て
い

る
。中
学
生
、
高
校
生
は
、
公
立
で
も
制
服
を
着
用
、
私
立
で
は
、
小

学
校
か
ら
制
服
で
登
下
校
し
て
い
る
。
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田
舎
に
お
い
て
は
、
農
繁
期
に
は
、
学
校
も
休
み
な
の
で
農
作

業
の
手
伝
い
も
し
た
り
、
牛
馬
の
餌
と
な
る
草
刈
を
し
た
り
し
て
、

家
事
の
手
伝
い
を
し
た
。

山
谷
に
入
り
、
薪
拾
い
も
し
て
、
都
会
の
子
供
と
は
、
勉
強
で
は

差
が
出
て
い
た
。
し
か
し
、
田
舎
の
子
供
は
、
手
作
り
の
遊
び
も
の

を
つ
く
る
の
は
上
手
で
あ
る
「
鳥
寵
」
や
「
竹
ト
ン
ボ
」
「
わ
ら
じ
」

な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

子
供
が
家
に
い
る
と
、
親
は
「
お
も
て
へ
行
っ
て
遊
び
な
」
と
い

』
フ
。し
か
し
、
戦
後
か
ら
現
在
の
か
け
て
、
田
舎
も
次
第
に
都
会
化
し
、

父
兄
た
ち
は
、
子
供
を
少
し
で
も
良
い
学
校
に
入
れ
る
の
を
希
望
す

る
こ
と
か
ら
、
各
地
に
学
習
塾
が
盛
ん
に
な
り
「
英
語
旨
数
学
」
「
国

語
」
と
い
っ
た
塾
に
通
わ
せ
、
高
校
、
大
学
の
受
験
に
必
須
科
目
を

補
講
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
他
「
書
道
」
「
珠
算
」
「
ピ
ア
ノ
」
な
ど
の
教
室
も
あ
り
、
運

動
と
し
て
は
「
野
球
」
「
サ
ッ
カ
ー
」
「
柔
道
」
「
空
手
」
な
ど
の
教
室

も
あ
る
。

故
に
、
現
在
に
お
い
て
は
、
田
舎
の
子
供
も
都
会
の
子
供
と
の
学

一
』
〃
一

力
差
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
、
学
校
の
授
業
を
終
え
て
か
ら
遊
ぶ
暇
も
な
く
、
こ

れ
等
塾
へ
と
通
い
勉
強
し
て
い
る
。

最
近
に
お
い
て
は
、
親
は
「
お
も
て
へ
行
っ
て
遊
び
な
」
と
は
決

し
て
言
わ
な
く
な
っ
た
。

車
社
会
で
、
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
か
ら
、
子
供
は
自
然
と
家

に
い
る
よ
う
に
な
り
「
テ
レ
ピ
ゲ
ー
ム
」
を
や
っ
た
り
「
パ
ソ
コ
ン
」

な
ど
上
手
に
利
用
し
て
い
る
。

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
子
供
も
多
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
子
供
の
遊
び
方
も
自
然
に
変
化
し
、
戦
前
の
遊

び
な
ど
知
ら
な
い
子
も
多
い
。

最
近
に
お
い
て
は
、
上
級
学
校
と
し
て
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
（
学
部
）
が
乱
立
し
、
子
供
も
学
校
の
選
択
に
迷
い
が
生
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
子
供
達
は
、
受
験
の
た
め
に
予
備
校
な
ど
に
て
勉

強
し
て
い
る
。

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
、
学
歴
社
会
で
あ
り
、
現
在
は
実
力
社
会

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
、
学
歴
も
多
く
加
味
さ
れ
た
社
会
で
あ

る
。

■
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そ
し
て
、
不
登
校
に
さ
せ
た
り
、
金
品
を
せ
び
っ
た
り
、
ま
た
、

万
引
や
窃
盗
を
さ
せ
た
り
、
揚
句
の
果
て
に
は
、
自
殺
に
ま
で
追
い

込
ん
だ
り
す
る
。

誰
も
知
ら
な
い
。

戦
前
の
授
業
は
、
厳
し
か
っ
た
。
授
業
中
に
私
語
を
し
た
り
、
居

眠
り
を
し
た
り
す
る
と
、
教
壇
に
い
る
先
生
か
ら
白
い
チ
ョ
ー
ク
が

と
ん
で
来
た
り
、
鞭
で
た
た
か
れ
た
り
、
ま
た
は
、
廊
下
に
出
さ
れ

て
立
た
さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
父
兄
は
、
先
生
に
対
し
て

は
、
一
目
も
二
目
も
お
い
て
い
て
、
子
供
が
不
満
を
言
っ
て
も
「
そ

れ
は
、
お
前
が
悪
い
か
ら
で
、
先
生
は
一
生
懸
命
な
ん
だ
か
ら
」
と

言
っ
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

当
時
の
先
生
は
聖
職
と
い
わ
れ
、
生
徒
の
性
格
な
ど
よ
く
見
て
い

た
。
む
し
ろ
、
勉
強
嫌
い
な
子
や
、
覚
え
の
遅
い
子
に
は
、
補
講
も

し
て
い
た
。

最
近
は
、
学
校
内
で
、
生
徒
間
で
、
苛
め
が
報
道
さ
れ
る
。
欠
点

を
持
っ
た
生
徒
や
、
弱
い
生
徒
に
対
し
て
、
数
人
で
苛
め
を
す
る
。

苛
め
を
受
け
た
子
は
、
親
に
も
先
生
に
も
言
わ
な
い
の
で
、
周
囲
は

学
校
内
外
の
世
相

？
■

警
察
ざ
た
に
な
っ
て
も
、
学
校
側
は
知
ら
な
か
っ
た
で
通
す
こ
と

な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
。

学
校
の
授
業
に
お
い
て
も
、
先
生
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
に

対
し
て
、
先
生
が
軽
く
制
裁
す
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
大
騒
ぎ
と
な
り
、
却

っ
て
先
生
が
嗣
則
を
受
け
る
立
場
と
な
っ
て
し
ま
う
。

教
育
の
立
場
に
あ
る
先
生
も
、
女
子
生
徒
に
対
し
て
セ
ク
ハ
ラ
行

為
を
し
て
、
社
会
問
題
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
生
徒
も
、
先
生
に

対
し
て
暴
力
で
怪
我
さ
せ
た
り
、
死
亡
さ
せ
た
り
す
る
事
故
が
、
報

道
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
全
体
か
ら
見
て
、
少
な
い
比
率
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
戦
前
と
戦
後
で
は
、
生
徒
お
よ
び
先
生
の
態
様
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
戦
後
の
教
育
基
本
法
に
う
た
っ
て
い
る
精
神
と
は
異

な
り
、
教
育
の
風
紀
が
乱
れ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
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上段就任年月日

下段退任年月日

昭和年代

ゴ

可４ヶ村が合倣

昭和４Ｇ年ａＦＩ１Ｅ

－１４‐

昭和２９年１２月１日

2町４ケ村が合併して

伊勢原町になる

－－
昭和46年３月１日

伊勢原市になる

伊勢原町 大山町 高部屋村 比々多村 成瀬村 大田村

田中俊雄 鈴木房吉 小沢功 近藤淳 今井滋輔 亀井幸之助

27.10.1

28.3.31

27.12.1

29-11.30

27.11.1

29.11.30

27.11.1

29.11.30

27.2.

28-3.

27.12.1

29.11.30

山田春吉

28.4.1

29.11.30

高井章

28-4.

29.11.30

伊勢原町

小沢功

昭和29.12.1

昭和37.3-13

陶山千春

昭和３７．４．１

昭和44-9.30

山口一夫

昭和44.10.1

昭和55.9.30

大津浩一郎

昭和

平成

56-10.1

５．９．３０

山口恒競

平成６．１０．１

平成13-9.30

小沼威彦

平成13.10.1

平成15.8.12死去

長田尚夫

平成1６．４．１



そ
の
他
、
私
立
の
学
校
と
し
て
は
、
創
立
は
古
く
、
移
転
、
開
校

を
繰
り
返
し
な
が
ら
伊
勢
原
の
地
に
開
校
し
、
高
等
学
校
、
中
学
校
、

伊
勢
原
市
内
に
お
け
る
学
校
の
概
要

明
治
五
年
、
全
国
統
一
さ
れ
た
学
制
の
公
布
に
よ
っ
て
、
伊
勢
原

市
内
の
学
校
も
創
立
、
変
遷
、
合
併
、
廃
校
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

伊
勢
原
、
大
山
、
比
々
多
、
高
部
屋
、
成
瀬
、
大
田
の
尋
常
高
等
小

学
校
か
ら
国
民
学
校
と
な
り
、
戦
後
ま
で
六
校
が
残
っ
た
。
戦
後
六
・

三
・
三
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、
高
等
科
は
中
学
校
と
な
り
、
旧
制
中

学
校
は
、
高
等
学
校
の
認
可
を
受
け
て
、
学
校
教
育
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

市
内
の
人
口
増
加
に
伴
っ
て
、
桜
台
、
竹
園
、
縁
台
、
石
田
の
四

校
が
増
加
し
、
伊
勢
原
市
立
の
小
学
校
は
、
十
校
を
数
え
て
い
る
。

中
学
校
も
人
口
増
加
か
ら
、
生
徒
の
均
衡
を
保
つ
意
味
か
ら
、
統

廃
合
さ
れ
て
、
伊
勢
原
市
立
中
学
校
と
し
て
、
現
在
、
伊
勢
原
、
山

王
、
成
瀬
、
中
沢
の
四
校
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

高
等
学
校
は
、
昭
和
初
期
に
伊
勢
原
実
科
女
学
院
と
し
て
開
校
し
、

戦
後
、
高
等
学
校
に
昇
格
し
た
伊
勢
原
高
等
学
校
と
、
戦
後
創
立
さ

れ
た
伊
志
田
高
等
学
校
と
の
、
県
立
高
等
学
校
は
二
校
あ
る
。

お
よ
び
、
幼
稚
園
を
含
め
て
向
上
学
園
が
子
弟
の
教
育
に
当
た
っ
て

い
る
。

次
葉
以
下
に
各
学
校
の
推
移
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
し
た
。

十九
一
伊
勢
原
中
学
校
の
推
移

二
山
王
中
学
校
の
推
移

八 七六五四三二

伊
勢
原
小
学
校
の
推
移

大
山
小
学
校
の
推
移

比
々
多
小
学
校
の
推
移

高
部
屋
小
学
校
の
推
移

成
瀬
小
学
校
の
推
移

大
田
小
学
校
の
推
移

桜
台
小
学
校
の
推
移

竹
園
小
学
校
の
推
移

縁
台
小
学
校
の
推
移

石
田
小
学
校
の
推
移

1５



明
治
初
年
以
降
、
伊
勢
原
市
内
の
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
六
校
あ

り
、
昭
和
二
十
二
年
、
学
校
教
育
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
校
長

職
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
、
学
校
教
育
法
第
二
十
八
条
に
お
い
て
、
教
頭
職

を
置
く
こ
と
が
出
来
る
と
あ
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
以
前
の
教
頭
の

資
料
が
見
当
た
ら
ず
、
収
集
し
た
資
料
で
表
に
ま
と
め
た
。

県
立
伊
勢
原
高
等
学
校
は
、
全
日
制
、
定
時
制
が
あ
り
、
教
頭
も

二
人
と
な
っ
て
い
る
。

向
上
高
校
に
つ
い
て
は
、
教
頭
の
資
料
不
足
が
あ
っ
た
。

三
成
瀬
中
学
校
の
推
移

四
中
沢
中
学
校
の
推
移

学
校
長
、
教
頭
職
の
推
移

伊
勢
原
高
等
学
校
の
推
移

伊
志
田
高
等
学
校
の
推
移

向
上
高
等
学
校
の
推
移

’

七六五四三二 六五四三二

昭
和
二
十
二
年
か
ら
現
在
ま
で
の
学
校
長
、
教
頭

（
但
し
、
教
頭
は
昭
和
五
十
四
年
以
降
）

伊
勢
原
市
立
小
学
校
学
校
長

伊
勢
原
市
立
小
学
校
教
頭

伊
勢
原
市
立
中
学
校
学
校
長

伊
勢
原
市
立
中
学
校
教
頭

伊
勢
原
高
等
学
校
学
校
長
、
教
頭

伊
志
田
高
等
学
校
学
校
長
、
教
頭

向
上
高
等
学
校
学
校
長
、
他

明
治
初
年
よ
り
昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
学
校
長

伊
勢
原
小
学
校
学
校
長

大
山
小
学
校
学
校
長

比
々
多
小
学
校
学
校
長

高
部
屋
小
学
校
学
校
長

成
瀬
小
学
校
学
校
長

大
田
小
学
校
学
校
長

1６



伊
勢
原
小
学
校
の
推
移

－１７‐

明
治

大
正

昭
和

平
成

五四四四三
○元四六五一七 九三二
年年年年年年年年年年

四
一一一■■■■■■■一

二六四Ｏ四五二四三五
年年年年年年年年年年

七五二八六五
年年年年年年

六
月

四
月

九
月

四
月

四
月
一
日

一
二
月

四
月

七
月

七
月

三
月

八
月

四
月
一
日

四
月
一
日

五
月
五
日

四
月

一
二
月
一
日

七
月

三
月
一
日

二
月

九
月



大
山
小
学
校
の
推
移

1８

ⅡilillilDiiWiil
明
治

大
正

昭
和

平
成

一六五四四四四三三三二二二
四二七九八六四九八四九六三

一一￣

二一八六五七七

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

一一一四三三三二二

二五○○六五九六五八六三四一六
年年年年年年年年年年年年年年年



比
々
多
小
学
校
の
推
移

・１９．



高
部
屋
小
学
校
の
推
移

-２０．

ilijiiilIIiiliLLlil
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成
瀬
小
学
校
の
推
移

･２１．

MiWJlWilNllifII
明
捨

大
正

昭
和

干
成

'、ユユエユＬＺＨ

六二九元一九五一八
年年年年年年年年年

四ビヨ四＝二

六四二九二

年年年年年
二六七三二
年年年年年

三二二

二二九三二九五四
年年年年年年年年

■■■■■l■￣￣

二００七六六
年年年生鈩犀



大
田
小
学
校
の
推
移
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楼
台
小
学
校
の
推
移

‐２３‐

昭
和

平
成

一一五五四四四四四四四四
四四七○七六五五四四三
年年年年年年年年年年年年

四
月
一
日

一
二
月

一
月

一
月
二
一
日

三
月
一
日

三
月
末

一
○
月

校
地
と
し
て
東
大
竹
村
（
伊
勢
原
村
の
飛
地
）
の
成
顧
寺
跡
地
（
土
地
売
買
契
約

成
立
）

「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
に
よ
れ
ば
、
此
寺
入
野
村
（
現
平
塚
市
）
に
移

し
、
そ
の
後
に
陸
田
を
開
き
字
成
願
寺
と
い
う
年
代
詳
か
な
ら
ず
天
台

一ホ

学
区
変
更
木
津
根
…
…
桜
台
小
学
校
毘
沙
門
（
板
戸
）
…
…
比
々
多
小
学
校

伊
勢
原
小
学
校
よ
り
分
離
独
立
し
て
開
校
併
設

第
一
期
四
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

新
校
舎
落
成

伊
勢
原
町
立
楼
台
小
学
校
開
校
開
校
記
念
日
と
す
る

屋
内
運
動
場
竣
工

伊
勢
原
市
立
楼
台
小
学
校
改
称

校
地
拡
張

第
二
期
三
階
蓮
鉄
筋
校
舎
竣
工

プ
ー
ル
エ
事
完
成

神
奈
川
県
学
校
保
健
優
良
校
と
し
て
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

屋
内
運
動
場
を
改
築
竣
工

第
一
期
校
舎
耐
震
補
強
工
事

伊
勢
原
市
制
施
行



竹
園
小
学
校
の
推
移

-２４．

平昭
成和

一五五五五五
五七四四三

年年年年年年
四
月
一
日

三
月
七
日

四
月

桜
台
第
二
小
学
校
（
仮
称
）
用
地
取
得

建
築
工
事
四
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

屋
内
運
動
場
竣
工

桜
台
小
学
校
よ
り
分
離
開
校

伊
勢
原
市
立
竹
園
小
学
校
開
校
記
念
日
と
す
る

プ
ー
ル
工
事
完
成

校
章
、
校
歌
制
定

県
下
学
校
席
書
大
会
で
優
秀
校
と
し
て
受
賞

弱
視
障
害
学
級
新
設



縁
台
小
学
校
の
推
移

－２５‐

昭
和

六五五五

一四三

年年年年

四
月
一
日

成
瀬
小
学
校
よ
り
分
離
し
開
校

学
区
北
高
森
、
高
森
台
、
石
田
地
区
と
す
る

建
築
工
事
四
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

屋
内
運
動
場
竣
工

伊
勢
原
市
立
縁
台
小
学
校
開
校
開
校
記
念
日
と
す
る

プ
ー
ル
工
事
完
成

ソ
ニ
ー
教
育
振
興
財
団
よ
り
、
理
科
ふ
れ
あ
い
教
育
で
優
秀
校
を
受
賞



石
田
小
学
校
の
推
移

二

巴

■

－２６‐

平
成

年年
四
月
一
日

校
舎
竣
工

伊
勢
原
市
立
石
田
小
学
校
開
校
開
校
記
念
日
と
す
る



附
記
昭
和
四
六
年
三
月
一
日

昭
和
五
○
年
四
月
一
日

伊
勢
原
中
学
校
の
推
移

伊
勢
原
市
平
塚
市
教
育
組
合
立
伊
勢
原
中
学
校
（
伊
勢
原
市
制
施
行
）

伊
勢
原
市
立
伊
勢
原
中
学
校
（
平
塚
市
立
大
住
中
学
校
創
設
）

－２７‐

Ｌ－－．－ill--ilil

昭
和

平
成

六五五五五五四四四四四三三三三三三三二二二二
二九七六一九九八七一八七六五○八七五三三一○九七六五五三三二二
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

四
月
一
日

五
月
五
日

三
月

四
月
一
日

三
月
二
五
日

四
月
五
日

五
月

四
月
一
日

九
月
九
日

四
月
一
日

九
月
一
日

一
一
月
一
日

一
一
月
三
日

一
○
月
六
日

八
月

四
月

八
月

一
○
月

八
月

一
一
月

五
月

八
月

三
月

三
月

二
月

七
月

三
月

一
二
月

一
二
月

一
一
月

四
月

伊
勢
原
町
立
伊
勢
原
中
学
校
創
立

伊
勢
原
小
学
校
の
一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
式

中
学
校
設
立
に
関
す
る
町
民
大
会
を
閲
く

大
住
中
学
校
（
岡
崎
、
城
島
、
豊
田
各
村
）
後
に
豊
田
村
は
大
野
中
学
校
に
併
合

伊
勢
原
中
学

大
田
中
学
校

大
住
中
学
校

組
合
立
伊
勢
原
中
学
校
改
称

一
町
三
ヶ
材
…
…
伊
勢
原
町
、
大
田
村
、
岡
崎
村
、
城
島
村
）

各
小
学
校
に
分
校
を
お
い
て
授
業
開
始

第
一
期
工
事
木
造
二
階
建
第
一
号
館
、
第
二
号
館
落
成
…
・
・
・
伊
勢
原
二
○
番
地

一
部
の
生
徒
を
伊
勢
原
小
学
校
に
？
厄
大
部
分
を
収
容
一
○
月
校
章
制
定

大
田
？
岡
崎
、
城
島
の
分
校
を
廃
止

第
二
期
工
事
木
造
二
階
建
第
一
号
館
の
増
築
、
第
三
号
館
落
成

全
校
生
徒
を
収
容

第
三
期
工
事
一
号
館
に
接
続
し
て
増
築
落
成

校
雄
制
定
九
月
校
歌
制
定
（
藤
島
宇
内
作
飼
、
団
伊
玖
魔
作
曲
）

体
育
館
落
成
ピ
ア
ノ
剛
入

伊
勢
原
町
外
二
ヶ
村
中
学
校
組
合
立
伊
勢
原
中
学
校
改
称

伊
勢
原
町
平
種
市
教
育
組
合
立
伊
勢
原
中
学
校
改
称

岡
崎
村
大
句
、
馬
渡
…
…
伊
勢
原
町
岡
崎
村
、
城
島
村
…
…
平
塚
市

第
四
号
館
特
別
教
室
木
造
平
屋
落
成

洗
濯
染
色
室
、
調
理
室
、
作
法
室
、
家
庭
科
室
、
理
科
準
徽
室

第
二
回
全
日
本
学
生
科
学
賞
学
校
賞
第
一
位
受
賞

第
一
○
回
全
日
本
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
一
位
文
部
大
臣
賞
受
賞

プ
ー
ル
完
成
（
二
五
米
、
一
四
米
、
一
・
一
一
米
）
第
一
回
神
奈
川
県
剣
道
大
会
優
勝

背
少
年
創
意
工
夫
の
育
戚
功
労
学
校
と
し
て
科
学
技
術
長
官
賞
受
賞

第
一
号
館
、
第
二
号
館
、
第
三
号
館
の
外
部
塗
装
完
了

県
、
国
連
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞

第
五
号
館
、
プ
レ
ハ
ブ
三
敷
室
完
成
校
舎
内
装
工
駆
完
了

第
六
号
館
、
プ
レ
ハ
ブ
三
教
室
完
成
各
教
室
へ
テ
レ
ビ
設
腫
完
了

第
七
号
館
、
プ
レ
ハ
ブ
三
敷
室
完
成

第
一
期
四
階
趣
鉄
筋
校
舎
竣
工
一
○
月
、
新
校
舎
に
テ
レ
ビ
般
腫

校
城
拡
張
、
借
地
用
地
取
得

一
○
月
、
平
塚
市
借
地
用
地
取
得
五
八
年
二
月
、
国
有
地
用
地
取
得

第
二
期
四
階
連
鉄
筋
校
舎
竣
工

屋
内
運
動
場
竣
工

新
プ
ー
ル
竣
工

西
側
擁
壁
築
造

県
、
人
施
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
、
銀
賞
受
賞

全
国
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
自
治
文
部
大
臣
賞
受
賞

創
立
五
○
周
年
紀
念
式
典
挙
行

愉
鮪
障
害
学
級
新
股



山
王
中
学
校
の
推
移

･麹． Ｌ鶯_’

大
山
中
学
校

高
部
屋
中
学
校

比
々
多
中
学
校

昭
和

平
成

－－六五四四四四三三三三三三
三二元二七六四二○九八七七七六
年年年年年年年年年年年年年年年

瀞
魁
殿
旭
土
地
売
買
契
約
成
立

（
上
粕
屋
八
一
○
番
地
に
八
四
○
○
坪
の
校
地
股
定
）

伊
勢
原
町
立
山
王
中
学
校
開
校

（
大
山
中
学
校
、
高
部
屋
中
学
校
、
比
々
多
中
学
校
統
合
）

第
一
期
三
階
趣
鉄
筋
校
舎
竣
工
宝
璽
一
坪
）
大
山
教
場
廃
止

一
一
一
年
生
全
員
、
大
山
中
学
校
の
一
、
一
一
年
生
収
容

第
二
期
三
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

商
部
屋
中
学
校
、
比
々
多
中
学
校
の
一
、
一
一
年
生
収
容

特
別
教
室
工
事
完
成

体
育
館
落
成
七
月
一
九
日
、
プ
ー
ル
完
成

野
鳥
園
完
成
野
鳥
飼
育
開
始
後
、
愛
鳥
園
と
名
称
変
更

校
歌
制
定
発
表
会
（
作
飼
、
阪
田
寛
夫
作
曲
、
鰯
山
昭
）

九
月
二
日
、
校
賦
碑
除
幕
式

伊
勢
原
市
立
山
王
中
学
校
改
称
現
在
地
主
粕
屋
八
○
四
’
一
一
）

第
三
期
三
階
鼬
鉄
筋
校
舎
竣
工

教
職
員
室
墹
築

屋
内
運
動
場
竣
工

肢
体
不
自
由
学
級
新
設

第
一
期
校
舎
耐
震
補
強
工
嚇

昭
和

二
二
・
四
・
一
一

二
二
・
五
・
五
》
大
山
町
立
大
山
中
学
校

開
校
式
（
大
山
二
○
九
）

大
山
小
学
校
の
一
部
を
仮

一
校
舎
と
し
て
使
用

一
天
・
’
一
・
一
一
新
校
舎
竣
工

二
八
・
九
二
八

二
九
・
一
二
・
一

三
七
・
三
・
三
一

のｃ■凸

校
放
制
定

伊
勢
原
町
立
大
山
中
学
校

一
廃
校

一
伊
勢
原
町
立
山
王
中
学
校

に
併
合

Ｉ

昭
和

二
二
・
四
・
一

二
二
・
五
・
五

■￣と一一一一一一Ｃ■￣ロロロ▲￣￣Ｃ可一一商
部
瞳
村
立
商
部
壁
中
学

校開
校
式

高
部
屋
小
学
校
の
一
部
を

一
仮
校
舎
と
し
て
使
用

二
三
・
三
一
新
校
舎
新
築
剛
画

一
西
富
岡
一
○
八
三

二
四
二
一
整
地
作
業
完
了

》
西
宮
岡
一
ｏ
八
三

二
四
・
四

二
四
・
一
一

二
八
・
五

二
八
・
・
一
一

二
九
・
二

二
九
二
二
・
一

三
七
・
三
・
三
一

校
舎
竣
工

落
慶
移
転

》
創
立
五
周
年

霧

一
伊
勢
原
町
立
山
王
中
学
校

一
に
併
合

伊
勢
原
町
立
山
王
中
学
校
に

＝＝－
￣￣￣

七二九
●●●

二二二

九七四

三五一
●￣

＝
□

￣

￣￣

校
歌
制
定

伊
勢
原
町
立
比
々
多
中
学
校

植
林
五
反
歩

職
員
父
兄
に
よ
る

第
三
期
新
築
工
事

二
期
新
築
工
事

畑
六
畝
五
歩
の
整
地

水
田
の
埋
立

期
新
築
工
事

校
舎
と
し
て
使
用

二二昭
二二和
●■

五四
｡，●

五一
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讐塞嚢鰯職植菫Ⅷ竺池雲 鱗嬰霞
塵聖屡員埜塑容遡.､掴と多式多小

学
校
の
一
部
を
仮

（
神
戸
五
二
二

比
埒
多
村
立
比
々
多
中
学
校



附
記
昭
和
四
六
年
三
月
一
日
伊
勢
原
市
立
成
瀬
中
学
校
改
称

成
瀬
中
学
校
の
推
移

（
伊
勢
原
市
制
施
行
）

‐２９．

昭
和

平
成

六五五四四三
五三一九三三二九

三二二

二九四
－－

－￣

年年年年年年年年年年年年年

四
月
一
日

五
月
五
日

七
月

一
二
月
一
日

一
月
一
八
日

三
月

三
月

一
月

成
瀬
村
立
成
瀬
中
学
校
創
立

成
瀬
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
使
用
し
て
授
業
開
始

高
森
一
五
一
九
番
地
に
一
八
○
八
坪
の
校
地
取
得

土
地
拡
張
し
て
計
二
八
五
一
坪
と
な
る
平
屋
建
校
舎
増
改
築

伊
勢
原
町
立
成
瀬
中
学
校
改
称

校
旗
制
定

成
瀬
中
学
校
創
立
一
○
周
年
記
念
式
典
挙
行

土
地
売
買
契
約
成
立

第
一
期
三
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工
特
別
教
室
完
成

屋
内
運
動
場
竣
工

第
二
期
四
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

第
三
期
四
階
建
鉄
筋
校
舎
竣
工

グ
ラ
ン
ド
の
整
備

神
奈
川
県
中
学
校
男
子
駅
伝
、
女
子
駅
伝
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
る

男
子
は
六
連
勝
を
記
録

屋
内
運
動
場
竣
工

教
育
基
本
法

学
校
教
育
法

六
・
三
制
実
施



中
沢
中
学
校
の
推
移

－３０‐

昭
和

六六五五五五
三○七七六六
年年年年年年

九四三八二
月月月月月

日



伊
勢
原
高
等
学
校
（
県
立
）
の
推
移

（
県
立
伊
勢
原
高
等
学
校
創
立
六
十
五
周
年
同
窓
会
名
簿
）

-３１．

昭
和

平
成



校
名
の
由
来

石
田
の
地
名
は
、
石
の
田
の
意
味
で
は
な
く
「
い
し
」
は
「
お
い
し
ど
の
古
語
で
美
田
を
意
味
す
る
も
の
で
、
石
の
箙
感
は
や
や
か
た
過
ぎ
る
印
象

で
狭
い
地
域
名
に
侭
る
こ
と
に
難
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
伊
勢
原
石
旧
商
等
学
校
」
で
は
校
名
と
し
て
少
し
長
す
ぎ
る
。

石
田
の
地
名
に
関
す
る
文
献
で
、
新
綱
相
模
国
風
土
肥
穂
の
石
田
村
（
伊
志
太
牟
良
）
と
方
藥
仮
名
が
あ
り
、
伊
志
太
の
太
を
田
に
画
換
え
れ
ば
、
伊

勢
原
の
伊
と
石
田
の
田
が
含
ま
れ
、
地
元
の
要
望
に
も
発
音
的
に
満
足
さ
れ
、
志
は
「
少
年
よ
大
志
を
抱
け
」
に
通
ず
る
こ
と
か
ら
、
校
名
と
し
て
相

応
し
い
結
論
と
な
り
「
伊
志
田
」
の
採
用
と
な
っ
た
。

伊
志
田
高
等
学
校
（
県
立
）
の
推
移

3２．

'.＿’

平昭
成和

六六五五五五五五五五五五五五五五五五五
五元元二○九八五五四三三三二二二二
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

一
月
一
日

四
月
一
日

四
月
五
日

六
月
一
ｏ
日

一
○
月
五
日

四
月
五
日

八
月
一
○
日

八
月
二
五
日

一
○
月
末

二
月
二
二
日

三
月
二
七
日

一
一
月
二
二
日

三
月
一
日

三
月
一
日

六
月
八
日

県
立
厚
木
南
高
校
内
に
て
開
校
準
鰯
（
厚
木
市
岡
田
一
’
一
二
－
二

県
立
厚
木
南
闘
技
に
お
い
て
閲
校
専
任
敦
師
、
職
員
一
六
名

第
一
回
入
学
式
男
子
生
徒
一
三
四
名
女
子
生
徒
四
六
名
入
学
（
四
学
級
）

初
代
校
長
に
、
実
方
正
鵬
氏
教
頭
に
、
城
川
四
郎
氏
赴
任

開
校
記
念
式
典
挙
行

校
舎
建
殻
地
で
地
鎮
祭
を
行
う

県
立
厚
木
南
高
校
に
お
い
て
第
二
回
入
学
式

男
子
生
徒
一
三
九
名
女
子
生
徒
四
○
名
（
四
学
級
）

第
一
期
工
事
完
了
（
北
棟
鉄
筋
四
階
建
）
（
中
抑
鉄
筋
三
階
建
）

新
校
舎
（
伊
勢
原
市
石
田
一
三
五
六
ｌ
こ
に
移
転

二
年
生
修
学
旅
行
四
拍
五
日
で
鳥
取
、
松
江
、
岡
山
の
山
陰
地
方
に
始
め
て
行
う

第
二
期
工
率
完
了
（
南
棟
鉄
筋
五
階
建
）

第
三
期
工
事
竣
工
（
体
育
館
鉄
筋
四
階
連
）
四
月
三
日
完
了

創
立
記
念
式
典
（
校
賦
披
露
）

第
一
回
生
卒
業
式
（
授
業
は
前
期
四
月
よ
り
九
月
後
期
一
○
月
よ
り
翌
年
三
月
）

第
二
回
生
卒
業
式

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
団
体
で
北
相
地
区
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
女
子
北
相
地
区
大
会
優
勝

全
国
商
校
将
椣
選
手
椎
県
予
選
会
男
子
団
体
侭
勝

創
立
一
○
周
年
記
念
式
典
挙
行

演
劇
部
秋
季
北
相
大
会
最
優
秀
賞
県
高
校
大
会
館
長
賞

国
際
理
解
教
育
の
実
施
と
し
て
、
英
語
教
育
の
推
進
拠
点
枝
の
指
定
を
受
け
、
英
語
の

授
業
で
は
個
性
を
伸
ば
す
た
め
、
少
人
数
制
の
授
業
を
行
う
外
国
人
舗
師
を
招
い
て

の
授
業

県
イ
ン
タ
ー
杯
百
米
平
泳
ぎ
二
位
二
百
米
平
泳
ぎ
優
勝
（
大
会
新
）

神
奈
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
県
教
育
長
賞
を
受
け
る

（
現
敷
地
面
積
三
『
六
二
三
・
五
五
平
方
米

建
物
而
租
四
、
五
○
一
・
○
八
平
方
米
）



現
有
施
戯
概
要
（
平
成
七
年
『
向
上
花
一
輪
』
よ
り
）

平
成

大
正

昭
和

明
治校
地
四
六
、
五
二
八
Ｇ
（
’
三
・
四
Ｃ
Ｏ
坪
）

校
舎
五
、
三
二
二
Ｇ
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階
睦
）
延
床
面
租
一
八
、
’
’
一
二
Ｇ
（
五
、
五
Ｃ
Ｏ
坪
）

趣
動
招
鍵
面
積
一
一
八
、
七
六
四
Ｇ
（
約
八
、
七
○
ｏ
坪
）

体
育
館
三
階
連
（
一
階
レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
遊
、
浴
室
二
階
倉
庫
三
階
卓
球
、
放
送
室
）

笹
理
棟
二
階
連
（
一
階
駆
務
室
、
会
醸
室
・
應
接
童
一
一
階
職
貝
室
、
医
務
室
、
生
徒
揖
導
室
、
他
）

学
習
棟
普
通
較
竃
三
○
敏
室

特
別
散
憲
二
ｏ
敏
室
六
階
地
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
各
敏
科
に
対
應
の
敷
室

プ
ー
ル
二
五
米
六
列

向
上
高
等
学
校
の
推
移

四
。
年

四
ｏ
竿

四
一
年

四
一
年

四
一
年

四
一
年

四
二
竿

四
二
年

四
二
年

四
三
年

四
三
年

四
四
年

四
六
年

四
七
年

四
八
年

五
五
年

五
八
年

五
九
年

元
年

二
年

四
年

五
年

二
六
年

二
六
年

一
六
年

一
六
年

一
七
年

二
○
年

二
二
年

二
三
年

四
三
年

四
三
年

四
四
年

二
年

四
○
年
一
四
月

一
五
年

一
五
年

九
年

一
二
年

一
四
年

元
年

一
○
月
九
日

二
月

六
月
二
日

一
○
月
一
三
日

一
一
月

一
一
月
二
八
日

三
月
一
日

四
月
七
日

一
二
月
一
八
日

四
月
五
日

一
一
月
一
日

一
○
月
三
日

三
月
三
一
日

一
○
月
一
八
日

一
ｏ
月
八
日

七
月
五
日

八
月
三
一
日

九
月
二
七
日

一
○
月
一
日

一
○
月
二
四
日

五
月
二
六
日

一
○
月
一
七
日

二
月
二
六
日

三
月
一
日

二
月
一
二
日

五
月
二
九
日

三
月
三
一
日

三
月
二
六
日

四
月
一
日

三
月
三
ｏ
日

四
月
四
日

四
月
末
日

三
月
二
四
日

九
月
一
日

五
月
一
日

七
月
六
日

七
月
六
日

七
月
一
二
日

三
月

四
月
五
日

小
学
校
六
年
数
青
修
了
者
に
対
し
、
適
切
な
教
育
を
施
し
、
有
鑓
な
人
材
育
成
の
た
め
、
自
鰭
学
会
を

組
織
し
瑞
雲
寺
庫
裡
に
て
授
業
を
行
う

自
修
学
校
と
改
称

目
修
学
校
閲
校

第
一
回
卒
業
式
（
二
年
修
了
一
。
名
一
年
修
了
一
七
名
）

璃
璽
寺
境
内
に
新
校
舎
連
股
（
平
風
六
二
坪
三
数
重
、
噸
務
所
）

竣
工
式
挙
行
（
足
柄
上
郡
随
に
は
二
月
二
日
と
あ
る
）

第
一
ｏ
回
卒
業
式
（
二
年
終
了
五
五
名
一
年
終
了
二
七
名
）

関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
倒
壊
一
二
月
二
八
日
同
境
内
に
校
舎
改
築

制
服
が
和
殿
か
ら
洋
風
に
蕊
更
（
白
ゲ
ー
ト
ル
藩
用
）

瑞
霊
寺
東
方
に
校
地
借
用
新
校
舎
建
築
と
共
に
旧
校
舎
移
伝
改
築

（
新
築
二
教
室
、
郡
務
室
、
職
員
垂
移
簸
三
激
童
）

鰯
一
七
回
卒
業
式
（
二
年
終
了
一
三
一
名
一
年
終
了
五
四
名
）

卒
業
記
念
と
し
て
校
麟
寄
贈
璃
霊
寺
復
旧

神
奈
川
県
告
示
第
七
一
四
号
を
以
っ
て
左
配
露
定
を
得
る

兵
役
法
麓
行
令
に
よ
り
学
校
の
課
程
を
青
年
学
校
と
同
等
以
上
の
榴
可

第
二
六
回
卒
業
式
（
二
年
終
了
一
一
八
名
一
年
終
了
四
九
名
）

激
科
Ⅱ
修
身
、
公
民
、
国
賠
、
漢
文
、
英
鴎
、
数
学
、
商
業
、
作
文
、
書
方
、
教

練

創
立
三
。
周
年
の
配
念
卒
業
と
し
て
五
年
卿
中
学
校
へ
の
昇
格
を
叶
画

教
科
Ⅱ
確
身
、
公
民
（
人
倫
逝
徽
、
立
憲
自
治
要
旨
）
、
国
函
、
漢
文
（
鱒
既
、
文
法
）
、

国
史
．
日
本
地
理
、
数
学
（
算
衞
、
珠
算
、
代
数
、
幾
何
『
商
業
（
簿
記
）
、

作
文
、
書
方
（
往
復
、
叙
駆
、
英
和
）
、
英
鴎
、
教
純

財
団
法
人
『
自
維
学
圃
』
鬮
可
校
名
達
『
湘
北
」
と
改
め
、
湘
北
中
学
校
股
立
麗
可

第
一
校
舎
（
六
八
坪
）
、
鰯
二
校
舎
（
五
○
坪
）
木
造
平
埋
職
員
室
、
便
所
・
物
置
冗
四
ｏ
坪
）

自
鯵
学
校
の
廃
止
麗
可
（
神
奈
川
隈
告
示
鰯
一
九
三
号
）

湘
北
中
学
校
鰯
一
回
卒
業
式
二
ｏ
二
名
）

新
制
湘
北
中
学
校
併
段
駆
可

新
制
湘
北
高
等
学
校
股
立
爵
可

第
四
回
旧
制
中
学
校
卒
業
式
（
五
年
終
了
九
○
名
）

鰯
五
回
旧
制
中
学
校
卒
業
式
（
四
年
終
了
二
二
名
）

鰯
一
回
新
醐
中
学
校
卒
業
式

財
団
法
人
『
自
修
学
園
』
か
ら
学
校
法
人
「
自
依
学
固
」
組
織
蕊
更
麗
可

定
時
制
普
通
科
商
等
学
校
併
職
鬮
可

湘
北
高
等
学
校
第
三
回
卒
業
式
（
九
六
名
）

向
上
高
等
学
校
、
向
上
中
学
校
校
名
変
更

ブ
レ
ザ
ー
型
働
凪
採
用
校
章
、
校
賦
、
校
繊
の
変
更

伊
勢
原
町
粕
谷
上
ノ
台
の
校
地
契
約

自
纏
学
園
よ
り
法
人
名
を
向
上
学
園
に
変
Ⅲ

幼
稚
間
圃
舎
竣
工
（
伊
鰯
原
市
沼
圓
天
王
原
）

伊
勢
鳳
町
沼
目
天
王
原
の
仮
校
舎
腱
移
腫
．
一
二
月
九
日
授
業
再
開

向
上
高
等
学
校
第
二
回
卒
業
式
三
○
名
）
沼
目
仮
校
舎
に
て

仮
校
舎
四
棟
建
設
完
了

上
ノ
台
校
舎
建
築
に
際
し
て
の
地
餉
頻
を
行
う

上
ノ
台
仮
校
舎
に
移
転
地
学
科
、
戯
騒
科
、
体
育
科
の
コ
ー
ス
別
と
す
る

上
ノ
台
に
校
舎
斬
築
移
伝
（
鉄
筋
三
階
趣
）

向
上
高
等
学
校
学
則
遊
離
伽

沼
目
仮
校
舎
に
再
移
転

沼
目
天
王
原
で
地
顔
祭

沼
目
天
王
原
に
校
舎
新
築
竣
工
第
一
期
工
邨
（
鉄
筋
六
階
睦
）

「
自
修
学
校
発
祥
の
蝉
肥
念
砕
遮
股
発
露
『
自
修
学
校
創
立
七
○
周
年
を
記
念
し
て
」

伊
勢
原
市
見
附
島
で
疵
等
学
校
絶
合
移
橇
工
事
起
工
式

見
附
島
に
校
舎
新
築
移
転
（
一
六
、
。
Ｏ
○
坪
）
竣
工
式

圃
舎
を
伊
勢
鳳
市
沼
目
よ
り
見
附
島
爬
新
築
移
転

軸
国
技
余
商
業
商
等
学
校
と
姉
妹
校
締
結
式

米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ノ
ル
ウ
ォ
ー
ク
市
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
と
姉
妹
校
餌
印

韓
国
慶
州
文
化
商
等
学
校
と
姉
妹
校
締
結

（
平
成
七
年
「
向
上
花
一
鯰
」
よ
り
）

六
・
三
・
一
一
一
制
移
行

謹
立
学
校
令

･鋼



二雪参１章ａ、等全杉ZＥ言二七定岳乏

辰野明

葛賀近亜郎

-３４．

氏名 就任 退任 側考

辰野明直 明治６年５月 明治１５年

和田周蔵 明治16年２月 明治１８年５月 '1,学校６竿iiIl導

岡野鍵蔵 明治１８年５月 明治１９年６月２８日 小学校４等訓導

辰野明直 明治１９年６月 明治２４年９月 小学校６竿訓導

葛貫近璽郎 明治24年９月 明治４４年３月３１日 小学校６尋訓導

久保寺高造 明治４４年３月３１日 大正８年３月２６日 訓導校長

露木将郎 大正８年３月２６日 大正９年３月３１日 訓導校長

富田情五郎 大正９年３月３１日 大正１１年８月１４日 訓導校長

鰯木将郎 大正１１年９月１１日 昭和６年３月３１日 訓導校長

横碑今次郎 昭和６年３月３１日 昭和１６年１２月２３日 訓導校長

上村璽昌 昭和１６年１２月２３日 昭和１９年５月３１日

沼野嘉彦 昭和１９年５月３１日 昭和２３年３月１８日

氏名 魅任 退任 備考

下山真澄 明治５年 明治28年

武静江 明治２８年 大正９年

森屋高蔵 大正９年 大正１３年

古宮輔一郎 大正１３年 大正１４年

高橘半七 大正１４年 大正１５年

黒石修一郎 大正１５年 昭和６年

守屋良平 昭和５年 昭和８年

野呂敏郎 昭和８年 昭和１１年

込山勝治 昭和１１年 昭和１３年

松下Ⅲ拾 昭和１３年 昭和１７年

脇隆治 昭和１７年 昭和１９年

望月又三 昭和１９年 昭和２０年

白鳥宏 昭和２０年 昭和２１年６月

田中新平 昭和２１年７月 昭和２４年３月
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3６

氏名 就任 退任 備考

平賀喜代松 明治１２年

龍條保五郎 明治１５年

後藤宗七 明治１９年

竹窪儀三郎 明治29年

堀越梅之助 明治３１年

斉藤誠一 明治34年

柳下宗次 明治39年

川崎久治 明治４１年

田中音吉 大正９年

井上芳之肋 大正１３年

黒石修一郎 昭和５年

葛貧静蔵 昭和９年

関野宗平 昭和１２年

飯塚鍬三郎 昭和１６年

菅実 昭和１８年

白鳥宏 昭和２１年

小柴俊也 昭和２２年

氏名 就任 退任 備考

鈴野幸次郎 明治25年１１月１日 明治２８年１１月２８日

飯田道左 明治28年１１月２８日 明治30年４月２３日

大谷三千三 明治30年４月２３日 明治34年11月２８日

佐野千代吉 明治35年１月６日 明治37年４月９日

重田正太郎 明治３７年４月９日 大正４年１１月２７日

井上芳之肋 大正４年１２月２１日 大正13年７月３１日

森屋高露 大正１３年７月３１日 大正１５年８月２５日

高橋憲吉 大正１５年８月２５日 昭和４年３月３１日

関野弥八 昭和４年３月３１日 昭和１３年３月３１日

石井鉦蔵 昭和１３年３月３１日 昭和20年３月３１日

原清次 昭和20年３月３１日 昭和２１年５月３１日

沢野俊郎 昭和２１年５月３１日 昭和２２年４月３０日

関野健一 昭和２２年４月３０日 昭和型年４月１５日
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震
0

閨
０

竿号 伊勢原

小学校

大山

小学校

高部国

小学校

比々多

小学校

成瀬

小学校

大田

小学校

接合

小学校

縁台

小学校

竹因

小学校

石田

小学校
昭和２２ 沼野嘉彦 田中瓦平 青木茂 宮川利三郎 小集俊也 関日味E－

2３ 大矢初治 〃 愈井幸之助 Jｿ 〃 〃

2４ 小堕俊lｈ 井上砿 田中耳平 〃 秋山俊男 栗田与助
2５ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

2６ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

2７ 〃 〃 青木ZH房 〃 〃 〃

2８ 〃 〃 〃 〃 〃 Jノ ｂＵ

2９ 〃 〃 〃 J１ 〃 〃

3０ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

3１ 間宮和正 〃 〃 〃 〃 〃

3２ 〃 守量完 秋山EU9 栗田与助 井上函 大木利夫
3３ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

鋼 伏見越家 〃 〃 〃 〃 〃

3６ 波辺博 〃 〃 〃 〃 〃

3６ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ●Ｕ■■■

3７ 〃 村井敏行 〃 〃 〃 〃

3８ 〃 武忠正 栗田与助 大木利夫 〃 村井敏行
8９ 〃 1Ｊ 〃 〃 山田壁 〃

4０ 〃 〃 〃 ” 〃 〃

４１ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4２ 〃 大貫茂治 〃 村井敢行 〃 武忠正

－－i二
４４

〃

栗田与助

〃

飽像斐如

〃

大貫､安治

Jリ

〃

森屋男正

〃

〃

小J鰯K三 武忠正
4５ 〃 〃 〃 包白E曇司 〃 〃 〃

4６ 〃 〃 〃 〃 〃 村上忠明 市川忠｡蓮
4７ 加麗一雄 吉田喜羅 〃 大Ｉ⑩i9i一郎 〃 龍僅斐雄 〃

4８ 〃 〃 龍ｉＨ目g雄 〃 〃 小川弁漉 〃

4９ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ﾉリ

５０ 〃 佐藤囲 〃 鈴木牢 大村利夫 〃 山口大輔
５１ 鞍2398ｍ 〃 〃 〃 〃 小泉賢二 〃

5２ 〃 山田武夫 佐藤瞳 〃 〃 〃 〃

5３ 〃 〃 〃 井出一良 〃 〃 櫛田市郎 鈴木随 草抑囲一
5４ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

5６ 大中I利夫 〃 茂田亮司 〃 小泉賢二 〃 〃 〃 〃

5６ 〃 〃 〃 〃 〃 小沢幹 〃 〃 〃

5７ 〃 飯垣恒夫 〃 牧口矩伯 〃 〃 〃 ロ 三橘傍
5８ 小泉賢三 〃 〃 〃 大加慶治 〃 鈴木万古 エ野一男 〃

閃 〃 滝沢塾瞳 飯塚恒夫 〃 〃 高樹左七 〃 〃 〃

6０ 〃 1Ｗ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

６１ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 古田昭宮
6２ 竹内伊左男 久保燗範 〃 〃 〃 〃 山口恒筬 〃 〃

6３ 〃 〃 〃 榊谷英一 和田武男 〃 〃 山田祐三 〃

平成元 ﾉリ 石井山拾 久保鱒範 〃 〃 三好民生 〃 〃 梶山清一
２ Ⅱ 小原忠郎 〃 石井山拾 Ⅱ HＰ 梶谷英一 大谷睡＝ 〃

３ 〃 ﾉﾘ 岡広随治 lリ 〃 〃 〃 〃 〃

４ 小原忠印 極木正美 高橋軍 〃 岡広阻治 大群趣＝ 〃 和田牧子 〃

５ 大谷建二 渡辺悪 〃 〃 〃 ｷ｡【木正美 池田征 〃 牧喬
６ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

７ 〃 古容初 渡辺悪 和田央・ 池田征 〃 岡広麗治 海楓章 〃

８ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

９ 植木正美 平井和夫 小林功治 〃 ﾘｸﾞ 石井惇雄 〃 古埖卜智 〃

1０ 〃 〃 〃 相原杉 〃 〃 釘Rb祥子 〃 〃

11 古谷智 椎野賢一 〃 〃 平井和夫 〃 〃 樋本国雄 高栖ｎ値 牧喬
1２

1３

〃

ﾉリ

〃

米山哲夫

〃

〃

函壜＝
〃

〃

〃

細野博
〃

〃

〃

〃

〃

〃

椎野賢一

〃

〃

1４ 榎本國雄 〃 原康 〃 本居印1代 金子微 ･小林功治 高簡冠秋 〃 〃

1５ 〃 〃 〃 〃 漣、赤鉋 〃 〃 〃 〃 高楯垂信
1６ 〃 畠中治知 〃 米山哲夫 〃 細野育夫 〃 〃 〃 〃

1７ 〃 〃 〃 〃 地野賢一 〃 高描憲秋 本居朝代 梅林明央 〃



園

年号 伊勢原

小学校

大山

小学校

高部里

小学校

比々多

小学校

成瀬

'１，学校

大田

小学校

接合

小学校

緑台

小学校

竹団

小学校

石田

小学校
昭和５２

5３

5４ 牧野矩伯 滝ロ麹隆 鈴木万古 矢野匝吉 鈴木莫代 原島Ⅲ1１１１ 賭旦昭平 商橘l堂七 竹内伊左ﾘリ
5５ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

5６ 〃 古田研立 〃 滝沢襲藍 〃 〃 エ藤一男 ﾉﾘ 〃

5７ 和田武男 〃 〃 〃 〃

5８ 〃 ﾉリ 内藤久衝 〃 竹内伊左男 梶山清一 山口恒戟 梶谷英一 高極左七
5９ 〃 三釘丑生 〃 梶谷英一 〃 〃 吉田晴宜 前田福松 石井山拾
6０ 〃 石井山拾 〃 〃 〃 〃 〃 〃 三好J芝生
6１ 梶山清一 〃 山田祐三 〃 〃 内藤久徳 和田武男 〃 〃

6２ 〃 〃 ﾉリ 〃 HlI田福松 〃 〃 大容建＝ 〃

6３ 〃 〃 岡広唾強 三好日L生 〃 〃 亀井寛之 〃 和田牧子

平成元 鍾屋誠 植木正美 〃 石射ノブ子 〃 〃 lＵ 〃 〃

２ 〃 〃 〃 〃 〃 高描近 〃 中丸昭 〃

３ 〃 〃 亀井寛之 〃 池田征 〃 和田敦子 〃 前田福松

４ 〃 BYhEHH子 〃 古谷智 〃 沼田d町子 牧喬 〃 〃

５ 〃 〃 小林功治 〃 石井惇雄 〃 長井淑子 〃 」’

６ 沼田健卜子 〃 〃 〃 〃 高樫近侭 〃 〃 平井和夫
７ 〃 〃 〃 内g■宏子 〃 岸本写 〃 翰島祥子 〃

８ 岸本算 林スミ子 〃 〃 〃 榎本画趣 〃 〃 〃

９ ﾉノ 〃 椎野賢一 〃 本居期代 〃 山ロ精 〃 星野匝治

1０ ﾉﾘ ﾉﾘ 〃 〃 〃 山崎正 〃 榎本図麺 〃 司日月

1１ 〃 〃 原康 毛利澄夫 米山哲夫 加納E§江 細野青天 高楓忠秋 ﾉﾘ 本居春代

1２ 星野矼治 金子徹 〃 〃 〃 〃 〃 林スミ子 梅林明央 高栖憲秋

1３ 〃 〃 〃 〃 竹内幹夫 〃 〃 1V 〃 〃

1４ 〃 吉沢俊一 添田栄一 梅林明央 〃 〃 〃 〃 体伯源一 凪中治知

1５ 加納５W江 〃 〃 星､『正治 〃 細野有夫 右NN利昌 〃 〃 〃

1６ 〃 〃 竹内幹夫 〃 細谷毅賎 周烏隆堕 jI1島､u志 安倍正弘 〃 斉聾忠司
１７ 〃 谷山敬子 〃 斉麗忠司 f’ 〃 〃 〃 吉沢俊一 注辺鶴夫
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年号 伊勢原

中学校

成瀬

中学校

大山

中学校

高部且

中学校

比々多

中学校

山王

中学校

大田

中学校

中沢

中学校
昭和２２ 陶山千弾 白鳥宏 田中真平 脊木宰行 岡田稲蝕 炮井幸之助

2３

2４

2５

2６

〃

〃

〃

〃

斉踊共代

〃

〃

長田秋三

ﾉﾘ

小泉正夫

〃

〃

岡田稲蝕
〃

浜田斑I亀

〃

府川恵三

〃

ﾉﾘ

〃

廃校

伊勢原中学

校に縫合

2７ 〃 〃 住２回貞二 〃 〃

2８ 〃 ﾉリ 〃 〃 〃

麹 〃 〃 渡辺博 〃 〃

3０ 〃 〃 〃 〃 〃

３１ 〃 渡辺鱒 高橋寛可 府川恵三 長田秋三
3２ 〃 〃 〃 〃 〃

8３ ﾉﾘ 〃 〃 〃 〃

3４ 〃 〃 〃 ﾉノ ﾉノ

8５ 〃 高柵瓦司 石井正雄 〃 吉川好夫
3６ 安藤利男 〃 〃 ）’ 〃 教頭
3７

3８

3９

4０

〃

〃

〃

〃

杉山敏美

〃

〃

〃

Ｌ

夷

,山王中

守屋充

〃

〃

〃

和田敏郎

小泉薫三

〃

〃

４１ lリ 〃
〃 ﾉリ

⑫ 小島登一 〃
〃 〃

4３ 〃 市川忠紬 〃 〃

４４ 〃 〃
〃 小川弁麓

４５ 〃 〃
〃 〃

4６ 〃 小泉薫三・ 〃 平本薫
4７ 〃 〃

綾部袈司
4８ 〃 〃

〃

4９ 〃 〃 〃

6０ 大津槽一郎 鰯川随 〃

５１ 〃 〃
小jII弁蔵

5２ 〃 〃
〃

5３ 〃 〃
〃

5４ 〃 〃
〃

5５ 〃 〃
〃

5６ 〃 〃
〃

5７ 草抑皿一 細谷翰夫 山田武男 所実
5８ 〃 〃

〃 〃

5９ 〃 〃
矢野匝吉 〃

6０ 〃 〃
〃 〃

6１ 〃 〃
〃 三梱俵

6２ 鈴木万吉 〃
〃 〃

6３ 〃 長岨兀 〃 〃

平成元 〃 〃
〃 〃

２ 近藤俊二 〃
〃 山田祐二

３ 〃 〃
末攻豊i欠郎 〃

４ 〃 宵木鷺 〃 〃

５ 〃 〃
〃 大木一夫

６ 〃 〃
〃 〃

７ 〃 〃
〃 〃

８ 青木薦 上崎蝕尚 食品滴洲男 〃

９ ﾉﾘ 〃
〃 〃

1０ 大木一夫 〃
〃 和田夫

1１ 〃 〃
〃 〃

1２ 和田尖 相原彫 〃 川口久雄
1３ JJ 〃

高樹軍一 〃

1４ 細野博 〃
〃 〃

1５ 〃 〃
〃 〃

1６ 〃 〃
〃 〃

1７ 〃 川ロ久越 〃 関野願



Ｙ

色
一
Ｇ
｜
’

4１

年号 伊勢原

中学校

成瀬

中学校

山王

中学校

中沢

中学校

昭和５２

５３

5４ 小沢幹 所実 三橘鯵

5５ ﾉノ ﾉノ 〃

5６ 矢野直吉 〃 〃

5７ 〃 久保臓範 〃

5８ 〃 〃 佐藤禎一 小沢正巳

5９ 小沢正巳 住Hii禎一 久保篤範 長焔寛

6０ 〃 〃 〃 ﾉノ

6１ 〃 〃 〃 〃

6２ 〃 〃 八木沼年雄 〃

6３ 末政理次郎 〃 ﾉノ 近藤俊二

平成元 〃 〃 〃 〃

２ 〃 〃 〃 柏木平

３ 青木薦 波辺霧 〃 〃

４ 食品満DII男 ﾉノ 八木一夫 〃

５ ﾉノ 上崎雄尚 湯沢節夫 〃

６ ﾉノ ﾉノ 〃 〃

７ 相原彰 〃 ﾉノ 食品満洲男

８ ﾘノ 坂間一朗 〃 吉川雅子

９ 〃 〃 相原彰 〃

1０ 湯沢節夫 ﾉノ 川ロ久雄 〃

1１ 〃 〃 〃 〃

1２ 波、TFR 吉川雅子 小林繁 坂間一朗

1３ 関野順 〃 〃 〃

1４ ﾉノ 〃 〃 〃

1５ 坂間一朗 谷澄夫 〃 関野順

1６ 〃 〃 高橋俊一 ﾉノ

1７ 〃 ﾉノ 〃 佐伯正一
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年号 西暦 就月 学校長 就月 全日制

教頭

就月 定時制

教頭

昭和３年(1928)５月２１日創立伊勢原実家女学院の校長として飯塚氏が赴任

引き続き県立伊勢原高等学校の校長左癩任

昭和26年(195,4月２日退職

昭和２４ 1949 飯塚藤太

2６ 1950 〃

2６ 1951 ５ 上島一夫

２７ 1952 〃

2８ 1953 〃

2９ 1954 〃

？
。

新倉勇

3０ 1955 ５ 小林房次郎 〃

３１ 1956 ９ 小出一郎

。
。

3２ 1957 〃

。
．

3３ 1958 〃 〃 内山武雄

謎 1959 １ 片岡誠 〃 山崎廷太郎

3５ 1960 〃 〃 〃

鉛 1961 ﾉリ 〃 〃

3７ 1962 ５ 落合渉 ４ 飯田一郎 〃

3８ 1963 〃 〃 jＪ

3９ 1964 ９ 徳崎忠 〃 〃

4０ 1965 〃 ９ 有賀密夫 〃

4１ 1966 〃 〃 ﾉノ

4２ 1967 〃 ﾉノ 〃

３
。
４

1968 ９ 安藤利男 1０ 沼野哲司 〃

4４ 1969 ﾉノ 〃 〃

4５ 1970 〃 〃 〃

4６ 1971 ９ 三武泰次 ﾉノ 〃

4７ 1972 〃 〃 ４ 柏木博文

4８ 1978 〃 ９ 村山新平 〃

4９ 1974 〃 〃 ﾉノ

5０ 1975 ﾉノ 〃 〃

5１ 1976 ９ 佐藤武 ﾉノ ４ 武井壱即

5２ 1977 〃 ９ 小俣正治 〃



９７８

981

１９８２

１９

９８８

９８９ 迩墾隼

９１

９９４

１０

11

００４

･４３．

年号 西暦 就月 学校長 就月 全日制

教頭

就月 定時制

教頭
昭和５３ 1978 佐藤武 小俣正治 武井壱郎

5４ 1979 〃 〃 〃

5５ 1980 ９ 谷哲郎 ４ 佐野三雄

？
。

水越半道
5６ 1981 〃 ９ 平賀輝夫 〃

5７ 1982 ９ 立野昌孝 〃 〃

5８ 1983 〃 ﾉノ 〃

5９ 1984 〃 ４ 杉田栄作 ４ 鈴木保男
6０ 1985 ９ 大戸吉古 〃 〃

6１ 1986 〃 〃 〃

6２ 1987 〃 ４ 沢田晴可 〃

6３ 1988 〃 〃 ４ 井上東亜

平成元 1989 〃 ４ 伊藤義雄 〃

２ 1990 ４ 角田新之助 〃 ４ 家里泰寛
３ 1991 〃 〃 〃

４ 1992 ４ 樋口貢 ４ 瀬戸拾三 ４ 鈴木洋一
５ 1993 〃 〃 〃

６ 1994 ４ 市川三郎 〃 ４ 三杉克篤
７ 1995 〃 ４ 兼績邦久 〃

８ 1996 〃 ４ 富樫茂雄 ４ 蔦潔元晴
９ 1997 ４ 生招啓治 ﾉノ 〃

１０ 1998 〃 ４ 栗原巌 ４ 矢野正人
1１ 1999 〃 〃 ４ 宮崎弘
1２ 2000 〃 〃 〃

1３ 2001 〃 ４ 勝田邦男 ４ 山口健一
1４ 2002 ４ 山ロ健一 ４ 森本贋雄
1５ 2003 〃 ４ 菊IHl晃二 〃

1６ 2004 〃 〃 ４ 吉田敏令
1７ 2005 〃

qび

〃 〃
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学校長

年号 西暦 氏名 就任 退任

昭和５１ 1976 夷方正義 昭和５１年１月１日

5２ 1977 〃

5３ 1978 〃

“ 1Ｗ９ 〃

5５ 1980 〃 昭和５６年８月３１日

5６ 1981 鈴木公明 昭和５６年９月１日

5７ 1982 〃

5８ 1983 〃

5９ 1984 〃 昭和６０年３月３１日

6０ 1985 相田盛二 昭和６０年４月１日

6１ 1986 〃 昭和６２年３月３１日

6２ 1987 山本修平 昭和６２年４月１日

6３ 1988 〃

平成元 1989 〃 平成２年３月３１日

２ 1990 片岡Ildi- 平成２年４月１日

３ 1991 〃 平成４年３月３１日

４ 1992 半田造 平成４年４月１日

５ 1993 〃

６ 1994 〃 平成７年３月３１日
７ 1995 常盤正春 平成７年４月１日

８ 1996 〃 平成９年３月３１日
９ 1997 込山英雄 平成９年４月１日

1０ 1998 〃 平成１１年３月３１日
1１ 1999 福島忠久 平成１１年４月１日

1２ 2000 〃 平成１３年３月３１日
１３ 2001 坂寄孝雄 平成１３年４月１日

1４ 2002 〃

1５ 2003 ﾉノ 平成１６年３月３１日
1６ 2004 風間健治 平成１６年４月１日

1７ 2005 〃



?
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教頭

年号 西暦 氏名 就任 退任

昭和５１ 1976 城川四郎 昭和５１年１月１日 昭和５２年３月３１日

5２ 1977 梁迪也 昭和52年４月１日

5３ 1978 〃

5４ 1979 ﾉノ 昭和55年３月３１日

5５ 1980 二宮樋 昭和５５年４月１日

5６ 1981 〃

5７ 1982 〃

５８ 1983 〃

5９ 1984 〃 昭和60年３月３１日
6０ 1985 大木一郎 昭和６０年４月１日

６１ １９８６ ﾉノ

6２ 1987 〃

6３ 1988 〃 平成元年３月３１日

平成元 1989 榊田蛸久 平成元年４月１日

２ 1990 ﾉノ 平成３年３月３１日

３ 1991 井上盛雄 平成３年４月１日

４ 1992 〃

５ 1993 ﾉノ 平成６年３月３１日

６ 1994 瀧呂木正躬 平成６年４月１日

７ 1995 〃

８ 1996 〃 平成９年３月３１日
９ 1997 木曽滴枝 平成９年４月１日

1０ 1998 〃

1１ 1999 ﾉノ 平成１２年３月３１日

1２ 2000 平野守孝 平成12年４月１日

1３ 2001 〃 平成１４年３月３１日

1４ 2002 相原洋 平成１４年４月１日

1５ 2003 〃

1６ 2004 〃 平成１７年３月３１日

1７ 2005 石川康子 平成１７年４月１日
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｢向上花一輪」の年表より

４

Ｃ
ひ

注：①～⑧は学校長を示す

･４６．

氏名 就任 摘要 退任

①

職）

明治４０年４月

明治４３年７月１２日

昭和１６年５月２５日

昭和２２年４月１日

昭和２３年３月３０日

自修学舎創立

自修学校開校

湘北中学校改称校長

新制湘北中学校校長

新制湘北高等学校校長 昭和２３年７月３日

逝去

②

田代信二

昭和１５年４月

昭和２３年７月３日

昭和23年８月３０日

昭和２３年８月３０日

教頭

学校長事務取扱

学校長

理事長

昭和29年４月１日

昭和２９年４月３０日

③

村上瑚麿雄

昭和２９年４月３０日

昭和２９年９月１日

理事長

学校長

昭和４０年２月２８日

昭和３９年１１月１８日

逝去

五十嵐壁 昭和３９年１１月１８日 学校長事務取扱

宮崎道世 昭和４０年３月１日 自修学園理事長

④

藤田俊訓

昭和４０年３月 学校長 昭和４０年９月３０日

猪熊功 副校長

佐藤健造 昭和４０年７月８日 自修学圃學園長

⑤

宮崎道世

昭和４０年１０月１日

昭和４０年１０月９日

昭和４０年１０月９日

昭和４１年１０月１３日

学校長

向上中学校改称

向上高等学校改称

向上学園改称

⑥

三浦甲子二

昭和４９年２月８日 学校長

理事長 昭和６０年５月１０日

逝去

⑦

宮鰯f道忠

昭和４９年４月９日

昭和60年５月１０日

昭和62年４月１日

学校長

理事長代理

向上学園長

坪内嘉雄 昭和６１年３月１９日 理事長

⑧

清水秀樹

昭和６２年４月１日 学校長 平成16年現在
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時
の
上
柵
笈
〈
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虜

坐一虫垂

△ 巳

平･大出ﾉ｣、字種

上田小学校の前身第五十八番小学校の明治初期の催
･証書。

町オウー尋

ﾀ竈F鷺
藤謹頁璽

▲明治初期小学校の修了鉦織（明治13年・大田小学校）

灘讓蒄

鯨脅恵醤
巴

釘郡
芯

月治初期小学校の修了狂書（明治14年・大田小学校）

た田小学校の前身上谷成賓学校の怯丁証書。
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▲公立小学凰鳴学校（明治25年・成瀬小学校）

下糟屋学校と高森学校を合併して高森村白金
の台地に校舎を新築、公立小学風IMI学校とし

て開校した。（明治１２年５月20日）

▲修業証書（明治23年・大山小学校）
明治時代の修業証瞥。学校の名称、修業年
限等から現在の教育制度との違いがわかる。

￣

＝】￣

＝

Ｃ

５

凸

▲明治中期の修業証書（明治27年・成瀬小学校）
高等小学校第’学年の修業証誓。
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